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この保証書は、保証書の記載内容により無料修理を行うことをお約束するものです。
お取付日から下記期間中に故障が発生した場合は、この保証書をご提示のうえ、お取付店またはTOTOメンテナンス（株）
修理受付センターTEL  　0120-1010-05・FAX  　0120-1010-02に修理をご依頼ください。

お取付日から
1カ年

TCF4430E型
TCF4431E型
TCF4440E型
TCF4441E型
TCF4450E型
TCF4451E型

★お客様へ

〈無料修理規定〉

本書をお受け取りになるときに、お取付店名、扱者印、お取付日が記入されていることを確認してください。
本書は再発行いたしませんので大切に保存してください。

ご贈答品などで本書に記入してあるお取付店に修理がご依頼できない場合には、TOTOメンテナンス（株）修理受付センター
にご相談ください。

使用上の不注意、過失による不具合及び不当な修理や改造による故障及び損傷
お取付後の移設などに起因する故障及び損傷
火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害やガス害（硫化水素ガス）、塩害、異常電圧による故障及び損傷
寒冷地仕様でない製品の凍結による故障及び損傷
指定以外の電源（電圧、周波数）、指定以外の水質による故障及び損傷
一般家庭用以外（例えば業務用の長時間使用、車輌、船舶への搭載）に使用された場合の故障及び損傷
ゴミかみによる不具合
乾電池などの消耗による不具合
日常のお手入れ箇所（水抜栓やフィルターなど）のOリングやパッキンの摩耗劣化による不具合
本書の提示がない場合
本書にお客様名、お取付店名、お取付日の記入がない場合、あるいは字句を書き替えられた場合

取扱説明書、ウォシュレット本体貼付ラベルなどの注意書にしたがった正常な使用状態で故障した場合には、表記の期
間無料修理いたします。
保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お取付店またはTOTOメンテナンス（株）修理受付センターにご依頼
のうえ、出張修理に際して本書をご提示ください。

保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
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2.
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4.

無料修理により取りはずされた部品・製品はTOTO（株）の所有となります。
本書は上記に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがって本書によってお客様の法
律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、TOTO（株）お客様
相談室またはTOTOメンテナンス（株）修理受付センターにお問い合わせください。

本書は日本国内においてのみ有効です。
本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。

5.
6.

※

〈部品交換について〉

※携帯電話（PHSは除く）からのご利用は
　　 0570-05-1010（有料）へ

※携帯電話・PHSからのご利用は
　093-951-2526（有料）へ

※携帯電話・PHSからのご利用は
　093-952-8682（有料）へ

商品のお問い合わせは
TOTO（株）お客様相談室へ

修理についてのご用命は　安心・信頼の
TOTOメンテナンス（株）修理受付センターへ
ホームページ　http://www.tom-net.jp/

補修部品のご購入は
TOTOメンテナンス（株）TOTOパーツセンターへ

修理を依頼される前に「故障かな!?と思ったら」の項をご確認ください。

TEL　　0120-03-1010
FAX　　0120-09-1010

TEL　　0120-1010-05
FAX　　0120-1010-02

TEL　　0120-8282-55
FAX　　0120-8272-99

受付時間 ： 9：00～17：00
 （夏期休暇・年末年始を除く）

受　　付 ： 年中無休
受付時間 ： 8：00～19：00
訪問修理 ： 年中無休（一部地域を除く）
営業時間 ： 9：00～18：00

受付時間 ： 平日      9：00～18：00
  土・日・祝日 10：00～18：00
 （夏期休暇・年末年始を除く）

取扱説明書 保証書付 定期点検情報掲載

ウォシュレット
有料で延長保証できます。
申込期間 ： ご使用開始日から1年間　

64ページ

アプリコット F3・F3A・F4・F4A・F5・F5A
TCF4430E型・TCF4431E型・TCF4440E型・TCF4441E型
TCF4450E型・TCF4451E型

工事店様へ
のお願い

貴店名ならびに据付け引渡日を保証書にご記入の上、お客様
に必ずお渡しください。
また、定期的に交換が必要な部品があることをお客様に必ず
お伝えください。

・・・・・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

凍結による破損の予防および
長期間使わないときの処置

故障かな！？と思ったら
はじめの設定一覧

脱臭カートリッジの取り替えかた
アフターサービス

●定期点検情報

仕様
交換部品/別売品

55
52

56
63
64

64

・・・・・・●延長保証制度について 64

65
66

・・・・・・・・・・・・・・定期的な点検 69

・・・・
・・・・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

商品の紹介

標準的な使いかた

安全上のご注意

快適な機能

使用上のご注意
上手な使いかた
機能の紹介
各部のなまえ

●オートフレグランスの使いかた

　●便ふたが自動で閉まる
　時間を変えたいとき

　●自動で洗浄する
　時間を変えたいとき

ご使用前の準備と確認

●やわらかライトについて
●便座・便ふたの開閉のしかた

●水の流しかた

●室内暖房のしかた
節電機能
●タイマー節電のしかた
●おまかせ節電・スーパー
　おまかせ節電のしかた

2

16

3

18

6

18

14

7
8

20

10

22

13

25
27

・・・・・・・・28
30

・・・・・・・・31
33

38
39

41

・・・・・・・・・・
　●ウォシュレット本体と便器の
　すき間のお手入れ 48

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・
・・・・

・・・・・・・・・・
・・

お手入れのしかた
●お手入れの前に
●日常のお手入れ
●念入りなお手入れ
　●ウォシュレット本体・便座・
　便ふたのお手入れ

●定期的なお手入れ
　●電源プラグのお手入れ・点検
　●脱臭フィルターのお手入れ
　●ノズルのお手入れ
　●室内暖房フィルターのお手入れ

43
43
45
46

46

49
49
49
50
50

・・・・　●給水フィルターのお手入れ 51

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・・・・・・・●時刻の合わせかた

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

●温度調節のしかた
●脱臭のしかた

は
じ
め
に

使
い
か
た

お
手
入
れ

こ
ん
な
と
き
は

・・・・・・・・・・・・・・◎保証書 裏表紙

このたびは、ウォシュレットをお買い求めいただきまして、まことにありが
とうございます。この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
仕様・品番・希望小売価格などは予告なく変更する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
この説明書は保証書付ですので大切に保存してください。
“ウォシュレット”はTOTOの登録商標です。
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商品の紹介
「フチなしウォシュレット」

便座の裏側は、汚れをはじく効果の
高い特殊樹脂で加工しています。
汚れが付きにくく、付いたシミやかわ
いた汚れもサッとふき取れます。

「クリーンコート便座」

「オートフレグランス」

安全上のご注意
必ずお守りください。 この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容ですので、
必ずお守りください。

警 告

表示と意味 絵表示の例と意味
誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を
負う可能性が想定され
る内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、
人が傷害を負う可能性
および物的損害のみの
発生が想定される内容
を示しています。

ウォシュレット本体や電源
プラグに水や洗剤をかけない
●火災や感電の原因になります。

故障したままでウォシュレットを
使いつづけない

故障とは…
・配管やウォシュレット本体から水漏
 れしている
・製品にひびや割れが入っている
・異音、異臭がしている
・製品から煙がでている
・製品が異常に熱い

次のようなときは、電源プラグを抜き、
止水栓を閉めて給水を止めてください。

●

故障したまま使いつづけると、火災や
感電、室内浸水の原因になります。

●

電源コード・電源プラグや便座コード
を破損するようなことはしない
傷つけない、加工しない、無理に曲げない、
ねじらない、引っ張らない、重いものを載せ
ない、束ねない、挟み込まない、加熱しない
傷んだまま使用すると、火災、感電、
ショートの原因になります。

●

アフターサービス 64ページ

警告

注意

　　は、してはいけない「禁止」の
内容です。
左図は、「分解禁止」を示します。

　　は、必ず実行していただく「強制」
の内容です。
左図は、「必ず守る」を示します。

水かけ禁止

浴室など湿気の多い場所には
設置しない
●火災や感電の原因になります。水場使用禁止

絶対に分解したり、修理・改造
は行わない
●火災や感電の原因になります。分解禁止

禁止

ぬれた手で、電源プラグ
を抜き差ししない
●感電の原因になります。ぬれ手禁止

禁止

禁止

「やわらかライト」

重大事故防止のためのお願い
68ページ

便器に近づくとセンサーのはたらきで、
自動でウォシュレットからやわらかい
光が灯ります。暗いトイレ室内でも
便器や便座の位置をお知らせします。
（主照明は別途必要です。）

トイレご使用時に、心地よい香りを
風にのせて。
ご使用後のオートパワー脱臭中に
もフレグランス効果が継続するので、
次にトイレをお使いになる方も気持
ちよくご使用いただけます。

（F3・F3Aを除く）

便ふたと便座の中に断熱材を追加しました。
温めた便座の温度を下げない工夫により、省エネ性能が向上しました。

ガタついているコンセントは
使わない　
●火災や感電の原因になります。禁止

水道水および飲用可能な井戸水
（地下水）以外は使用しない
皮膚の炎症などを起こす原因になります。●禁止

フチなし形状

クリーンコート便座

お掃除がしにくく、汚れも見えなかった
ウォシュレットのフチ裏をなくしました。
ノズルをすっきりと収納し、凹凸がない
ので、お手入れカンタン、サッとふくだけ
できれいになります。

雷が発生しているときは、電源プ
ラグに触れない
感電の原因になります。●感電の原因になります。●

は
じ
め
に
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指定する電源（交流100V）以外では使用しない
●火災の原因になります。

禁止

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたをしない
たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火災の原因になります。●

逆流防止装置（バキュームブレーカー、Ｏリング）は水の安全を確保する
ために定期的な点検を行う
逆流防止装置（バキュームブレーカー、Ｏリング）が正常に機能しないと、状況によっては一度吐水
した水が逆流する原因になります。

●

次のような方が暖房便座や温風乾燥をご使用になるときは、周囲の方が便座の温度調節を「切」、
乾燥の温度調節を「低」にしてください。

●

ながい時間便座に座るときは、便座の温度調節を「切」にしてください。●

電源プラグの刃などに付いたほこりは定期的に
取り除き、根元まで確実に差し込む
火災や感電の原因になります。電源プラグを抜き、かわいた布で
ふいてください。

禁止

必ず守る

低温やけどに注意する

・お子様、お年寄りなど自分で適切な温度調節ができない方
・病気の方、身体の不自由な方など思うとおりに動けない方
・眠気を誘う薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用された方、深酒をされた方、疲労の激しい方など
眠り込むおそれのある方

必ず守る

必ず守る

お手入れのときには必ず電源プラグをコンセントから抜く

たばこなどの火気類を近づけない

感電の原因になります。●

「ノズルそうじスイッチ」機能使用時は除く※

座る動作に障がいのある方がご使用になる場合は、過剰な横荷重が加わることにより、便座がはずれ
て転倒しけがをすることがありますので、固定部を専用部品に取り替えてください。（有料）
取り替えはTOTOメンテナンス（株）修理受付センターへご依頼ください。

※

プラグ抜き励行

アース工事がされていないと故障や漏電のとき、感電する原因になります。アース工事は、お近くの
工事店に依頼してください。

●

アース（Ｄ種接地）工事がされていることを確認する

アース接続

警 告

●

電源プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持って引き抜く
コードを引っ張ると電源プラグやコードが傷んで、火災や感電の原因になります。

必ず守る

●

注 意

プラスチック部分（ウォシュレット本体など）のお手入れをするときは、うすめた
台所用洗剤（中性）を使用し、次のものは使わない

温風吹出口に指やものを入れたり、吹出口付近に近づかない

プラスチックを傷め、割れてけがをする原因になります。
給水ホースを傷め、水漏れの原因になります。

●

●

吹出口にものを置かない、手を置かない、衣服をかぶせない

〔トイレ用洗剤、住宅用洗剤、ベンジン、シンナー、クレンザーおよびナイロンたわし など〕

給水フィルター付水抜栓を取り付けるときは確実に締める
確実に締めないと水漏れの原因になります。●

止水栓を開けたままで、給水フィルター付水抜栓をはずさない
水が噴き出します。●

水漏れが発生したときは、止水
栓を閉めて給水を止める

便座・便ふたを持って
製品を持ち上げない
ウォシュレット本体がはずれ
て落下し、けがをする原因
になります。

●

給水ホースを折り曲げたり、
つぶしたりしない
水漏れの原因になります。●

禁止

禁止

必ず守る

長期間使用しないときは、電源
プラグを抜く
安全のために電源プラグを抜いてお
いてください。

●

再使用するときは、水が腐敗して皮膚の
炎症などを起こす原因になりますので、
再通水してご使用ください。

●

必ず守る

禁止 禁止

禁止

必ず守る

●火災の原因になります。

火気禁止

凍結による破損の予防を行う
凍結すると給水配管やウォシュレット本体内部が破損して、水漏れする原因になります。●

暖房するなどしてトイレをあたためてください。●必ず守る

便器が詰まった場合は、電源プラグを抜き、市販の吸引器（ラバーカップ）で
詰まりを除去する
電源プラグを抜かないとオート便器洗浄がはたらき、汚水があふれて室内浸水の原因になります。●必ず守る

●

●

やけど、感電、焼損の原因になります。
お子様やお年寄りが使用されるときは、十分注意してください。

便座・便ふたやウォシュレット本体の上に乗らない、重いものを
載せない
割れたり、ウォシュレット本体がはずれて落下し、けがをする原因になります。●禁止

定期点検情報 64ページ

強い力や衝撃を与えない
ウォシュレット本体がはずれて落下し、転倒してけがをする原因になります。●

必ず守る

64ページ

凍結による破損の予防 52ページ

再通水のしかた 54ページ

給水フィルターのお手入れ 51ページ　　　　　　　　

微弱な信号を取り扱う電子機器・医療機器を近くで使用しない（F5・F5Aのみ）
誤作動などの影響を与え、事故の原因となるおそれがあります。当該の医療機器メーカーおよび
販売業者に電波による影響についてご確認ください。

●

禁止

車輌・船舶など、移動体への設置はしない
火災や感電、故障などの原因になります。●

ウォシュレット本体がはずれて落下し、けがをする原因になります。●禁止

給水ホースと電源プラグコンセントを接触させない
●結露などにより、火災や感電の原因になります。

禁止

ウォシュレット本体

は
じ
め
に
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ウォシュレット本体、便座、便ふたなどのプラスチッ
ク部分はかわいた布やトイレットペーパーなど
でふかない

便ふたに寄りかからない

お手入れのしかた 
43ページ

傷つき

水でぬらしたやわらかい布をよく
しぼってふいてください。

一部の機能が使用できなくなることがあります。
着座センサーが検知してリモコン操作を受け付ける
ことがあります。

ラジオなどはウォシュレットから離して使う

変色や暖房便座の温度ムラが生じたり、リモコンでの
作動不良や、温度の変化でウォシュレットが誤作動す
る原因になります。

直射日光が当たらないようにする

便座の上に幼児用補助便座・やわらか補高便座
などを置いて使用した場合は、使用後取りはずす

ラジオに雑音が入ることがあります。

誤作動などを防ぐために！

67ページ

落雷の可能性がある場合
は、あらかじめ電源プラグ
を抜く

ウォシュレット本体やノ
ズルに小便がかからな
いようにする

便ふたをはずしたまま使用しない
便ふたを取りはずしてご使用になる場合は、別途スペーサーが必要です。
ご購入はTOTOメンテナンス（株）TOTOパーツセンターへご依頼ください。

故障の原因
オートフレグランスは、専用のフレグラン
スオイルシートを使用すること
市販のアロマオイルなどを使用すると、異臭や
ウォシュレットの故障の原因になります。詳しく
はフレグランスセット同梱の取付説明書をご覧
ください。

便器内の掃除にトイレ用洗剤などを使用す
るときは、早目（３分以内）に洗い流した後、
便座・便ふたは開けたままにしておく
また、便器に付いた洗剤は確実にふき取る
便器用洗剤などの気化ガスがウォシュレット本
体内に入り、故障の原因になります。

は
じ
め
に
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※詳しくは、サウンドリモコンの取扱説明書（別冊）をご覧ください。

洗 浄 機 能
ワンダーウェーブ

お し り 洗 浄

快 適 機 能

ワンダーウェーブ
や わ ら か 洗 浄
ワンダーウェーブ

ビ デ 洗 浄

● ●

● ●

● ●

1秒間に70回以上強い吐水と弱い吐水
を繰り返す、ワンダーウェーブ洗浄。
今までにない心地良い洗浄感でおしり
を洗います。
さらにたっぷり感が向上しました。
やわらか・ビデ洗浄は旋回水流でやさ
しくワイドに洗いあげます。

洗 浄 位 置 調 節 ● ●ノズルの位置が前後に調節できます。

温 風 乾 燥 ● ●ぬれた部分をかわかします。

脱 臭 ● ●便器内のにおいを取ります。

水 勢 調 節 ● ●おしり洗浄などの水勢の強弱を調節
できます。

パ ワ ー 脱 臭 ● ●吸い込む力をアップさせて便器内の
においを取ります。

ム ー ブ 洗 浄 ● ●ノズルが前後に動き、広くまんべんなく
洗います。

リモコン便器洗浄 ●

オートパワー脱臭 ● ●便座から立ち上がると自動でパワー脱臭
をします。

リモコンで便座・便ふたの開閉ができ
ます。

人を検知して自動で便ふたを開閉します。

マッサージ洗浄 ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●強弱をつけた水勢で洗います。

暖 房 便 座 ● ●便座をあたためます。

温 度 調 節 ● ●温水、便座、乾燥、室暖（F4・F4Aのみ）の
温度を調節できます。

冷 込 防 止 室温が約5℃以下になると自動で暖房
を始めます。

オート便器洗浄 ●

－

－便器から離れると自動で便器内を洗浄
します。

室 内 暖 房 － －温風で足元からトイレ室内をあたためます。

タイマー室内暖房 －
一度設定すると毎日その時間にトイレ
室内をあたためます。
（室内暖房時間は3・6・9時間のいずれかに設定
できます。）

リモコン便 座・
便 ふ た 開 閉 ● ●

オ ー ト 開 閉 ● ●

着 座 セ ン サ ー ● ●便座に座ると各機能がはたらきます。

リ モ コ ン ●

●

●

●

●

●

●

－

－

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

－

－

－

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

－

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●ラクな姿勢で操作できます。

節 電 機 能

清 潔 機 能

快 適 機 能

時 計 ●リモコン表示部で現在時刻が確認でき
ます。

お ま か せ 節 電 ●
トイレをあまり使用しない時間帯を記憶
して、自動で便座の温度を下げて節電
します。

クリーンコートノズル

● ●
ノズル本体に汚れの付きにくいコーティ
ングをしています。

便座・便ふた着脱 ● ●便座・便ふたが簡単に取りはずせます。
お掃除も簡単です。

セルフクリーニング ● ●洗浄の前後に、ノズル先端部を自動で
しっかり洗います。

抗 菌 ● ●便座、スイッチなど直接肌がふれやすい
ところに抗菌処理をしています。

タ イ マ ー 節 電 ●
一度設定すると毎日その時間に便座
ヒータが切れて節電します。
（節電時間は3・6・9時間のいずれかに設定
できます。）

運転入/切スイッチ ●
このスイッチを「切」にすることで暖房
便座などの運転を停止して、こまめな
節電ができます。

ウォシュレット本体
ワンタッチ着脱 ● ●

ウォシュレット本体がワンタッチではずせ
ます。
便器の奥まで簡単にお掃除できます。

スーパーおまかせ節電 ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●おまかせ節電しながら、使用しない時間
は自動で便座ヒータを切って節電します。

● ●

ノズルが伸出・収納するときに、ノズル
本体をしっかり洗います。

ノズルそうじスイッチ ● ●ノズルがお湯を出さずに伸出するので、
お掃除がラクにできます。

クリーンコート便座 ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
汚れをはじく効果の高い特殊樹脂により、
便座の裏側に汚れが付きにくく、汚れて
もサッとふき取れます。

オートフレグランス 自動で心地良い香りを風にのせて、トイレ
室内を快適にします。 － －

オートサウンドリモコン － －
人を検知してリモコンから音楽が流れ
ます。また、ウォシュレットのリモコン
操作を音声でガイドします。

やわらかライト ●

●

●

●

－

●

－

●

●

●

●●人を検知してやわらかな光でトイレ室内
を照らします。

ノズルまるごと洗浄

●

－

●

－

●

●

●

●

●

●

●

－

－ ● －－ ● －

F5AF4A F5F3AF3 F4

F5AF4A F5F3AF3 F4

F5AF4A F5F3AF3 F4

F5AF4A F5F3AF3 F4

F5AF4A F5F3AF3 F4

１６

１６

１６

１６

１６

１６、１７

１６、１７

参照
ページ

ー

１６

１８、１９

２０、２１

２０

２０、２１

１２

１７

２７

２７～２９

３０

３０～３２

３３

参照
ページ

３４～３６

３6、３７

１４

２２～２４

※

２５、２６

参照
ページ

３８～４０

３８、４１、４２

３８、４１、４２

１５

参照
ページ

４６、４７

４８

１０、１２、６５

ー

ー

４５

５０

２

参照
ページ

リモコンで便器の水を流すことができます。

機能の紹介 製品名称、製品品番は
便ふたの裏に記載しています。

は
じ
め
に
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ウォシュレット本体裏面

脱臭排気口

脱臭排気口

脱臭排気口

止水栓

電源プラグ

アース線

電源コード

給水ホース

 ノズル
（ノズルヘッド　　   ）

暖房便座

15ページ

50ページ

15ページ 

 15ページ

運転入/切スイッチ
※ビデ入/切スイッチ

※おしり入/切スイッチ

抗菌
抗菌

※リモコンの電池が切れたときなどに使用します。

は
じ
め
に
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＊

＊

＊

＊

目の不自由な方のために　　　　　のスイッチに触覚記号（突起）を設けました。

スイッチを操作すると約10秒間リモコン表示部が明るくなります。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　を除く）
リモコンのスイッチを押すとスイッチの内容がリモコン表示部に表示されます。
ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると、電子音が鳴ります。

●

●

●

●

●

ふた開閉入/切スイッチ ◆

流す入/切スイッチ ◆

タイマー節電入/切
スイッチ 
タイマー節電入/切
スイッチ 

おまかせ節電入/切
スイッチ ◆

冷込防止入/切スイッチ ◆

タイマー室暖入/切スイッチ タイマー室暖入/切スイッチ 

19ページ
※スイッチ用として点字シールを同梱しています。必要な時にご使用ください。

◆部は一度押すと現在の設定を表示します。部は一度押すと現在の設定を表示します。

＊の4カ所のスイッチは使用しません。

〈ワンピース便器などの場合〉

34～36ページ

16、20ページ

16、17ページ

16、17ページ

は
じ
め
に
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は
じ
め
に

「運転」ランプが点灯していないと全機能が使用できま
せん。（節電中は除きます。 　　　　　　  ）
ウォシュレット本体操作部の 　 を押してください。
（ランプが点灯します。）

便座の「入」「切」や温度調節は「温度調節のしかた」を、ご覧
ください。

アドバイス

電源プラグを入れて、最初に便ふたが開くとき障害物にあたると、
次から便ふたが途中で止まる（閉まる）ことがあります。（3回続
けて開いた位置を記憶します。）
障害物が無い状態で電源プラグを一度はずしてから差し込み、
リモコンの　　を押してください。

アドバイス

電源プラグを入れて、約10秒～約60秒間やわらかライトが点滅
します。（人体検知センサーA 準備中）その間、便ふたは「オート
開」しません。
温風吹出口カバーが開閉した後、ノズルがいったん出て戻ります。

左に回して
全開にする

点灯する

ウォシュレット本体表示部の「運転」
ランプ、「便座」ランプは点灯してい
ますか？

リモコンの　　　 　 を押す2

3 点滅中に　　　 　 を押して時刻
を合わせる

4

5

時刻を設定できます。

　  を押して“AM 10”に合わせてください。●

点滅中に　　　 　 を押して時刻
を合わせる
　  を押して“15”に合わせてください。●

　　　 　 を押す

設定が完了しました。

リモコン表示部の時刻が点滅します。●

時刻を合わせている最中に60秒間放置すると、点滅中
の表示で設定されます。設定し直すときは、最初からやり
直してください。

アドバイス

リモコン表示部に時刻が表示されます。●

ウォシュレット本体の電源が入っている場合は、ウォシュ
レット本体がリモコンの信号を受け付けると、電子音が
鳴ります。

アドバイス

●

●

タイマー室内暖房（F4・F4Aのみ）の開始時刻を設定できます。
タイマー節電の開始時刻を設定できます。

リモコンのカバーを開ける1

　 ドライバーで開ける

（例）午前10時15分に合わせる場合

カバーを開ける

時刻の合わせかた2
準備しましょう！

リモコン表示部で現在時刻を確認できます。 電源プラグをコンセントに差し込む3
準備しましょう！

止水栓を開ける4
準備しましょう！

「ウォシュレット本体表示部」の確認5
確認しましょう！

時計を使って次のようなこともできます。（時刻設定スイッチで設定します。）

タイマー節電のしかた 39ページ

温度調節のしかた 18、19ページ

38ページ 

タイマー室内暖房の使いかた 34ページ
●

●
「切表示」ランプが消灯していることを確認してください。
「切表示」ランプが点灯しているときは、「入（リセット）」ボタンを押すと「切表示」ランプは消灯します。

電源プラグのお手入れ・点検 49ページ

時刻設定スイッチ部

10:00AM

10:15AM

10:15AM

12:00AM

「時刻」点滅
確認！

「AM10」表示
確認！

「設定時刻」
表示

「15」表示
確認！

ウォシュレット本体操作部
ここで確認！

ウォシュレット本体表示部
ここで確認！
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標準の脱臭が始まります。

（Ｆ4・F4A・F5・F5Aのみ）

約2分
●ノズルが少し出てきます。※
約30秒後にノズルは戻り、温風吹出口
カバーが開閉します。

着座センサーについて

リモコンの電池が切れたときなど

着座センサーとは…
着座センサーは、人が座ったこと
を検知するものです。
着座センサーからは図のように
赤外線が出ています。
使用状態によっては着座センサー
がはたらきにくくなることがあり
ます。

着座センサーは、人が座ったこと
を検知するものです。
着座センサーからは図のように
赤外線が出ています。
使用状態によっては着座センサー
がはたらきにくくなることがあり
ます。

●

●

●

●

●

●

ウォシュレット本体操作部の　　または　　を押して、
洗ってください。
ウォシュレット本体操作部の　　または　　を押して、
洗ってください。

56～62ページ

おしり洗浄・やわらか洗浄
ビデ洗浄について
●

●

●

●

●

●

局部周辺に付着した汚物や汚れを洗い流す機能です。
長時間の洗浄や洗いすぎに注意してください。
※常在菌を洗い流してしまい、体内の菌バランスが
　崩れる可能性があります。
局部の治療・医療行為を受けている方は、使用につ
いては、医師の指示を守ってください。

便器から離れる便器から離れる

便座・便ふたの開閉のしかた
27ページ

約90秒後に自動で便ふたが
閉まります。
約90秒後に自動で便ふたが
閉まります。

着座センサー

使
い
か
た

16
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温水の温度を調節する

室内暖房の温度を調節する（F4・F4Aのみ）

乾燥の温度を調節する

便座の温度を調節する

点灯する

設定温度
を上げる

設定温度
を下げる

ウォシュレット本体表示部ここで確認！

便座ヒータが「入」になるとウォシュ
レット本体表示部の「便座」ランプが
点灯します。

約5秒後、時計表示
に戻ります。

設定温度が表示
されます。

5段階のバーで設定
温度が表示されます。

約5秒後、時計表示に
戻ります。

高い
↑
↓
低い

便座

リモコンのスイッチを押してウォシュレット本体が信号を受け付けると電子音が鳴ります。電子音には3種類あります。●

電子音について

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると「入」のときは「ピッ」という電子音が鳴ります。アドバイス

   を押す
ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると「ピーッ」という電子音が鳴ります。●

リモコンの　  を10秒以上押す
（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

もう一度　  を押す

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

・・・スイッチを押してウォシュレット本体が受け付けたときピッ

・・・「止」スイッチを押したときや、各機能（節電・ムーブなど）を「切」にしたときピーッ

・・・温度調節スイッチを押して「高」位置にしたときピピッ

1

2

3

設定が完了しました。
電子音が「切」になります。
（時計表示に戻ります）

乾燥時の温風温度
を5段階で調節で
きます。

乾燥温度調節
スイッチ

約5秒後、時計表示に
戻ります。

高い
↑
↓
低い

高い
↑
↓
低い

約5秒後、時計表示に
戻ります。

高い
↑
↓
低い

高い
↑
↓
低い

5段階のバーで設定
温度が表示されます。

再び電子音を「入」にしたいときは、同じ操作を行ってください。

リモコンのカバーを開ける1

温度調節する2

温度調節のしかた1
快適機能！

温水、便座、乾燥、室内暖房(F4・F4Aのみ)の温度はリモコンで
調節できます。お好みの温度でご使用ください。

電子音を「切」にしたいときは

10:00AM

10:00AM

10:00AM

温水の温度を「切」にする

約5秒後、時計表示
に戻ります。

「温水 切」が表示
されます。

10:00AM「切」にする場合は、
「温水 切」が表示さ
れるまで　 スイッチ
を押してください。

10:00AM

10:00AM

10:00AM

温水温度調節
スイッチ
30～40℃の間で
温水温度を調節で
きます。

設定温度
を上げる

設定温度
を下げる

設定温度
を上げる

設定温度
を下げる

室内暖房の温度
を5段階で調節
できます。

室暖温度調節
スイッチ 設定温度

を上げる

設定温度
を下げる

便座温度調節
スイッチ
便座の温度を5段
階で調節できます。

乾燥

5段階のバーで設定
温度が表示されます。

点灯する

室暖点灯する

便座の温度を「切」にする

約5秒後、時計表示に
戻ります。

「便座 切」が表示
 されます。

10:00AM
「切」にする場合は、
「便座 切」が表示
されるまで　 スイッチ
を押してください。

便座 切点灯する

設定が完了
しました。

設定が完了
しました。

設定が完了
しました。

設定が完了
しました。

設定が完了
しました。

設定が完了
しました。

温水38℃

点灯する

点灯する

温水 切

点灯する

「現在時刻」
  表示

おしりスイッチ止スイッチ

温度設定スイッチ部

快適な機能

使
い
か
た



20 21

使
い
か
た

●便座に座って、においが気になるときに、吸い込む力を
アップさせて便器内のにおいを取ります。

パワー脱臭の使いかた

パワー脱臭を始めます。

標準の脱臭に戻ります。

●

●

便器に近づくと標準の脱臭がはたらきます。
便座から立ち上がるとオートパワー脱臭がはたらいて、便器内のにおいを取ります。

脱臭のしかた2

便器に近づく
標準の脱臭を始めます。
アドバイス

便座から立ち上がる
オートパワー脱臭を始めます。
約2分後に自動で止まります。
アドバイス

2

1

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

1

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると、「入」
のときは「ピッ」という電子音が鳴ります。

リモコンの       　を押す2

3 もう一度　　を押す

設定が完了しました。
標準の脱臭をやめます。
（時計表示に戻ります）

カバーを開ける

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると、「入」
のときは「ピッ」という電子音が鳴ります。

アドバイス

リモコンのカバーを開けて
　　　 　　を押す

2

3

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピーッ」という電子音が鳴ります。

●

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピーッ」という電子音が鳴ります。

●

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

1

リモコンのカバーを閉めて
もう一度　　を押す

再び使うときは、同じ操作を行ってください。

再び使うときは、同じ操作を行ってください。

設定が完了しました。
オートパワー脱臭をやめます。
（時計表示に戻ります）

リモコン表示部
「全表示」点滅

止スイッチ

止スイッチ

標準の脱臭、オートパワー脱臭の使いかた

快適機能！

脱臭には　標準の脱臭　 パワー脱臭　  オートパワー脱臭　の
3通りがあります。

標準の脱臭を使わないとき（便座に座っている間の脱臭を使わないとき）

10:00AM

オートパワー脱臭、パワー脱臭は使えます。

確認！

便器に近づいてから座るまでの脱臭を使わない場合は、オートフレグランスの開始タイミングを「便座に座ると
自動で香る」に変更してください。
※

　点滅
確認！

　点滅
確認！

パワー脱臭は便座に座らないとはたらきません。
いったん便座に座れば、立ち上がった後も約2分間はスイッチを
受け付けます。

アドバイス

リモコンの   　　  を押す1

もう一度　　　   を押す2

アドバイス

10:00AM

10:00AM

10:00AM

オートパワー脱臭を使わないとき

「現在時刻」
  表示

10:00AM 「現在時刻」
  表示

標準の脱臭、パワー脱臭は使えます。

オートパワー脱臭が「切」の状態で電池交換をすると、
約10分後にオートパワー脱臭は「入」に設定される場合
があります。

アドバイス

脱臭が「切」の状態で電池交換をすると、約10分後に
脱臭は「入」に設定される場合があります。
標準の脱臭（便座に座っている間の脱臭を使わないとき）を
「切」にした状態で、オートフレグランスの開始タイミングを
「便座に座ると自動で香る」に変更した場合は、オートフレグ
ランスも「切」になります。（F4・F4A・F5・F5Aのみ）

アドバイス

アドバイス

はじめは、脱臭は「入」に設定されています。

はじめは、オートパワー脱臭は「入」に設定されています。

　　　を切らずに立ち上がった場合は、約2分後に
止まります。

24ページ
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フレグランスセット

便器に近づくと、自動で心地良い香りを風にのせて、トイレ室内を快適にします。

●中身をご確認ください。

1

フレグランスオイルシートについて

：春の野に咲くばらの甘くやわらかな香り野ばら

：夏の木漏れ日に響く清々しい香り風 鈴

：晩秋を想わすいにしえの京の香り古 都

：初冬を感じるふわふわとしたやさしい香り真 綿

トレー ： 1個

取付説明書 ： 1枚

フレグランスオイルシート（野ばら） ： 2枚

フレグランスオイルシート（古都） ： 2枚

フレグランスオイルシート（風鈴） ： 2枚

フレグランスオイルシート（真綿） ： 2枚

●フレグランスオイルシートを使いきった場合は、新しいものをご購入ください。
●香りが弱くなった場合は、新しいフレグランスオイルシートに交換してください。
●フレグランスオイルシート交換の目安は約30日間です。

2

注 意
●

●

フレグランスセット同梱の取付説明書をよく読んで正しくお使いください。
他のフレグランスオイルなどは使用しないでください。
（市販のアロマオイルなどを使用されますと、異臭やウォシュレットの故障の原因になります。）

オートフレグランスオイルシートは、4種類の香りをご用意しました。

●アルミの袋に入ったまま、フレグランスオイル
シートをトレーに差し込む

●トレーのフックを指で押さえながらアルミの袋を
引き抜く

3

アドバイス

トイレ環境などで、フレグランスの香りの強さが異なります。
香りが弱く感じる場合は、パワー脱臭を使用することで
香りを強くすることもできます。
※便座に座らないとパワー脱臭は使用できません。

●トレーを指で押すと、約5mm出てきます。

1 トレーを押す

2

●ウォシュレット本体後方にあるフレグランスケース
のトレー挿入口に「カチッ」と音がするまでトレー
を差し込む

4 トレーを図のように取り付ける

ここで確認！

●はじめはトレーは取り付けられていません。

オートフレグランスの使いかた（F4・F4A・F5・F5Aのみ）3

はじめて取り付けるとき

快適機能！

フレグランスセットからフレグランスオイルシートとトレーを取り出す

交換部品/別売品 66､67ページ

フレグランスオイルシートの取りはずしかた

トレーの取りはずしかた

トレーをウォシュレット本体後方
にあるフレグランスケースより
取りはずす

フレグランスオイルシートを
トレーに差し込む
フレグランスオイルシートを
トレーに差し込む

トレー

（図はF4・F4A）

押す押す

取りはずす取りはずす

約5mm
出てくる
約5mm
出てくる

「カチッ」と
音がするまで
差し込む

「カチッ」と
音がするまで
差し込むトレー挿入口

（図はF4・F4A）

フレグランスケース

トレー

アルミの袋

トレー

差し込む

フック

オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。
オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。
※※

トイレット
ペーパー

トイレット
ペーパーなど
で挟む

手前に引く
オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。
オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。

●アルミの袋の切り欠き部から袋を開ける●アルミの袋の切り欠き部から袋を開ける

※※

アルミの袋で手を切らないようにご注意ください。アルミの袋で手を切らないようにご注意ください。※※

フレグランスオイルシートの
アルミの袋を開ける
フレグランスオイルシートの
アルミの袋を開ける

オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。
オイルが手につかないようにご注意ください。
ついた場合は水でよく洗ってください。
※※

取りはずしたフレグランスオイルシートは可燃物
ゴミとして処理してください。
取りはずしたフレグランスオイルシートは可燃物
ゴミとして処理してください。
※※

●フレグランスオイルシートを手前に引く●フレグランスオイルシートを手前に引く

●トイレットペーパーなどでフレグランスオイルシート
をはさむ

●トイレットペーパーなどでフレグランスオイルシート
をはさむ

フレグランスオイルシートを
トレーから取りはずす
フレグランスオイルシートを
トレーから取りはずす

押さえながら

アルミの袋を引き抜く
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止スイッチ

「便器に近づくとオートフレグ
ランスを開始」にしたいときは、
同じ操作を行ってください。

●約5秒後に消灯します。

●約5秒後に消灯します。●手やリモコンで便ふたを
閉めた場合もミドルモード
点灯です。

設定が完了しました。
オートフレグランスを便座に座ってから
開始に変更します。
（時計表示に戻ります）

「便器の前に立つと自動で香る」に再び切り替えると、ウォ
シュレット本体がリモコンの信号を受け付け、「ピッ」とい
う電子音が鳴ります。

アドバイス

リモコンのカバーを開けて
　　　　   を押す

10:00AM

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

止スイッチ

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピーッ」という電子音が鳴ります。

●

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

リモコンのカバーを閉めて
もう一度　　を押す

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

カバーを開ける

1

2

3

やわらかライトについて4●オートフレグランスの開始タイミングは「便器の前に立つと自動で香る」を「便座に座ると自動で香る」に変更で
きます。

「標準の脱臭」の開始タイミングも同様に変更されます。

オートフレグランスの開始タイミングを変更したいとき
快適機能！

便器に近づいたとき 消灯のお知らせ便座に座ったとき

ハイモード点灯

便座から立ちあがる

便器に近づいたとき 消灯のお知らせ小便中

ミドルモード点灯

ハイモード点灯

ミドルモード点灯

ミドルモード点灯 ローモード点灯ミドルモード点灯

ミドルモード点灯 ローモード点灯ミドルモード点灯

便器から約30cm以上
離れる

ミドルモード点灯

ミドルモード点灯 ローモード点灯ミドルモード点灯

ローモード点灯ミドルモード点灯

「現在時刻」
  表示

1

やわらかライトのミドルモードの明るさを切り替えるとき

座って用便するとき

立って小便するとき

やわらかな光でトイレ室内を快適に演出します。
※主照明は別途必要です。

立ち上がってから
約90秒間

（離れてから約90秒間）

標準の脱臭（便座に座っている間の脱臭を使わないとき）を「切」にした状態で、オートフレグランスの開始タイミング
を「便座に座ると自動で香る」に変更した場合は、オートフレグランスも「切」になります。

16､20ページ

16､20ページ
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リモコンのカバーを閉めて
もう一度　　を押す

再び使うときは、同じ操作を行って
ください。

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると、「入」
のときは「ピッ」という電子音が鳴ります。

アドバイス

もう一度　　を押す

設定が完了しました。
やわらかライトをやめます。
（時計表示に戻ります）

 　　　を押す

人体検知センサーAで人を検知して、便ふたが
自動で開きます。

リモコンの　　　　　　　を押す 便座・便ふたが開閉します。

停電や電池切れのときは手で便座・便ふたを開閉してください。アドバイス

はじめは、オート開閉は「入」に設定されています。
夏場など室温が30℃を超えると、人と周囲の温度差
が少なく、センサーが検知できないことがあります。
その場合はリモコンのスイッチで開閉してください。

アドバイス

便器に近づく
便ふたが自動で開きます。

便座と便ふたが閉まります。 

便座と便ふたが開きます。  

便ふたは開き、便座は閉まります。  

便ふたが自動で閉まります。 便座・便ふたが自動で閉まります。

●便座に座った時間が

便器から約30cm以上離れると便ふたは
約90秒後に自動で閉まります。

●

●

便座はリモコンで開けてください。
自動で開けることもできます。
便座・便ふたを開けて便器の前に立った時間が

便座を使用するとき 立って小便をするとき

約30cm以上

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピーッ」という電子音が鳴ります。

●

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると「低」
のときは「ピッ」、「標準」のときは「ピーッ」、「高」の
ときは「ピッ」という電子音が鳴ります。

アドバイス

3

スイッチを押すごとに、「低」→「高」→「標準」の
順で明るさが切り替わります。

●

設定が完了しました。
（時計表示に戻ります）

リモコンのカバーを開けて
 　　　　  を押す

2

1

2

3

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

標準 低 高

ピッ！ ピッ！

止スイッチ

やわらかライトを使わないとき

便座・便ふたの開閉のしかた5
快適機能！

1

2

便座・便ふたの開閉は　リモコン開閉　
  オート開閉　の2通りがあります。

●リモコンのスイッチで便座・便ふたの開閉ができます。（オート開閉が「入」でもリモコンで開閉できます。）
リモコン便座・便ふた開閉の使いかた

●便器に近づくと便ふたが自動で開き、便器から離れると便ふたが自動で閉まります。便ふたをリモコンや手で閉め
たときは、約10秒間便ふたは自動で開きません。（便ふたが繰り返し開かないようにしています。）

オート開閉の使いかた

【6秒以上のとき】

便器から約30cm以上離れると便ふたは
約5分後に自動で閉まります。

【6秒に満たないとき】
便器から約30cm以上離れると便座・便ふたは
約90秒後に自動で閉まります。

【6秒以上のとき】

便器から約30cm以上離れると便座・便ふたは
約5分後に自動で閉まります。

【6秒に満たないとき】

28ページ

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

10:00AM 「現在時刻」
  表示

10:00AM 「現在時刻」
  表示

ピーッ！

約30cm以上

カバーを開ける

使
い
か
た
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10:00

便ふたが自動で閉まる時間を再び約90秒後に切り
替えると、ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付け、「ピーッ」という電子音が鳴ります。

アドバイス

  　を押す2

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）
止スイッチ 洗浄位置調節スイッチ▲

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピッ」という電子音が鳴ります。

●

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

AM

10:00AM

再び使うときは、同じ操作を行い、「オートふた
開閉を設定しました」の文字が流れることを
確認してください。

人体検知センサーについて

3 もう一度　　を押す

設定が完了しました。
約6秒後に便ふたが自動で閉まります。
（時計表示に戻ります）

便ふたのみが開くように再び切り替えると、ウォシュレット
本体がリモコンの信号を受け付け、「ピーッ」という電子
音が鳴ります。

アドバイス

      を押す2

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

1

再び便ふたのみが開くようにする
ときは、同じ操作を行ってください。

設定が完了しました。
便座と便ふたが一緒に開きます。
（時計表示に戻ります）

3 もう一度　　を押す

止スイッチ 便座・便ふた開スイッチ

人体検知センサーAは熱の変化で人が近づいたこと
を検知するものです。

設定が完了しました。
オートふた開閉をやめます。
(時計表示に戻ります)

もう一度　　　　　　   を押す

「オートふた開閉を
 解除しました」
 の文字が流れる

確認！

●

夏場など室温が30℃を超えると検知しにくい場合があります。
太陽光が直接センサー部に当たったり、トイレ室内に暖房機器
があると熱でセンサーが誤検知し、便ふたが自動で開く場合が
あります。
トイレのドアが開いている場合にトイレの前を通過する人を検
知する場合があります。

◎
◎

◎

人体検知センサーBは人
が便器の前に立っている
ことを検知するものです。
人体検知センサーBから
は赤外線が出ています。
この赤外線の方向線上に
人がくると検知します。

●

●

リモコンのカバーを開ける1

カバーを開ける

　 になっていることを確認してください。● 切

リモコン表示部に「オートふた開閉を解除し
ました」の文字が流れます。

●

2 リモコンの　　　　　　  を押す
リモコン表示部に「　　　」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
● 入 切

スイッチを押すたびに「　　　」→「　　　」と表示が
変わります。

アドバイス

入 切 入 切

人体検知センサーは2種類あります。

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピッ」という電子音が鳴ります。

●

オート開閉を使わないとき

1

便ふたが自動で閉まる時間を変えたいとき（約90秒後を約6秒後に変更できます。）

便座と便ふたを同時に自動で開けたいとき（立って小便をするとき）

310:00AM 「現在時刻」
  表示

10:00AM 「現在時刻」
  表示

「現在時刻」
  表示

10:00AM

「　　　」表示

確認！

入 切
切入

切入
「　　　」表示

確認！

入 切

オートふた開

点滅する

再び約90秒後に切り替えるときは、
同じ操作を行ってください。

人体検知
センサーA

人体検知
センサーB

使
い
か
た
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便座から立ち上がると約5秒後
に自動で便器洗浄します。

便座に6秒以上座らないと、自動で便器洗浄
しません。

便器の前に6秒以上立たないと、自動で便器
洗浄しません。

便座を使用するとき 立って小便をするとき

「小洗浄」のないタイプの便器の場合は、どちら
のスイッチを押しても大洗浄します。

●

リモコンの　　　　　を押すと便器洗浄（大洗浄）
します。

●

リモコンの　  を10秒以上押す

（リモコン表示部が全て点滅するまで押す）

1

2

3

リモコン表示部
「全表示」点滅

確認！

止スイッチ

自動で洗浄する時間を再び約5秒後に切り替えると、
ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付け、「ピーッ」
という電子音が鳴ります。

アドバイス

リモコンのカバーを開けて
　　　　　を押す

リモコンのカバーを閉めて
もう一度　　を押す

10:00AM

カバーを開ける

10:00AM
ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け
付けると「ピッ」という電子音が鳴ります。

●

オート便器洗浄後、約60秒は自動で便器洗浄しません。
リモコンのスイッチで流してください。

小さなお子様などが使用される場合は、センサーが検知
できずにオート便器洗浄しないことがあります。

アドバイス

小さなお子様などが使用される場合は、便器の前に立つ
位置、身長等によって、センサーが検知できずにオート
便器洗浄しないことがあります。
オート便器洗浄後、約60秒は自動で便器洗浄しません。
リモコンのスイッチで操作してください。

アドバイス

●便座に座った時間により大・小洗浄が切り
替わります。
　約6秒～約30秒の場合･･･「小洗浄」※
　約30秒以上の場合･･･････「大洗浄」

便座を使用するとき 立って小便をするとき

※便座に座っているときでも座りかた、姿勢により
センサーの検知がはずれてオート便器洗浄が
　作動することがあります。

※便器の種類によっては、約6秒～約30秒
の場合でも「大洗浄」します。

※オート便器洗浄・リモコン便器洗浄作動中に、便器
洗浄レバーを逆方向に回さないでください。便器
洗浄レバーが破損する原因になります。

※オート便器洗浄・リモコン便器洗浄中に、便器洗浄
レバーを逆方向に回さないでください。
　便器洗浄レバーが破損する原因になります。

「現在時刻」
  表示

リモコンの または

便器洗浄します。

便器洗浄スイッチは連続して使うことはできません。便器洗浄
スイッチを押した後、約10秒間はスイッチを受け付けません。

アドバイス

大洗浄
（大便時）
小洗浄

（小便時）

水の流しかた（F3A・F4A・F5Aのみ）6
快適機能！

●リモコンのスイッチで便器の水を流すことができます。（オート便器洗浄が「入」でもリモコンで流すことができます。）

リモコン便器洗浄の使いかた

●「便座を使用するとき」のみ時間の変更ができます。約5秒後を約10秒後に変更できます。
自動で洗浄する時間を変えたいとき

●

●

●

便器から離れると自動で便器洗浄します。（流し忘れを防止します。）
はじめはオート便器洗浄は「入」に設定されています。
停電や電池切れのときはロータンクレバーを回して流してください。

オート便器洗浄の使いかた

水の流しかたには、 リモコン便器洗浄
  オート便器洗浄  があります。

小便後、便器から約30cm以上
離れると約3秒後に自動で
「小洗浄」します。

【「大・小洗浄」のある便器のとき】

●約6秒以上便座に座り、便器から離れると
便器洗浄（大洗浄）します。

【「大洗浄」のみの便器のとき】

●

自動で「小洗浄」します。●

【「大・小洗浄」のある便器のとき】

自動で「大洗浄」します。
【「大洗浄」のみの便器のとき】

約10秒後に自動で便器洗浄する
設定が完了しました。
（時計表示に戻ります）

を押す

〈　　　　　　　　の場合〉

立って小便するときは、便座･便
ふたを閉める、または人体検知
センサーBから出ている赤外線
の範囲からはずれて約3秒後に
オート便器洗浄機能がはたらき、
手洗いすることができます。

手洗い付ロータンクのときは…

約30cm以上

約30cm

再び約5秒後に切り替えるときは、
同じ操作を行ってください。

使
い
か
た
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オート便器洗浄を使わないとき

室内暖房を使わないとき

室内暖房のしかた （F4・F4Aのみ）7
快適機能！

●温風で足元からトイレ室内をあたためます。
室内暖房の使いかた

室内暖房を使用することで、室温＋約10℃でトイレ室内をあたためることができます。
（当社試験条件で、室温5℃のときの1時間後の温度
　トイレ寸法 ： 800mm（幅）×1700mm（奥行き）×2000mm（高さ））

●

室内の広さ、壁・床質、建築構造、外気温などの条件により、設定温度まで室温が上昇しないことがあります。

室内暖房について

点滅する

確認！

確認！

点滅する

再び使うときは、同じ操作を行い、「オート流すを
設定しました」の文字が流れることを確認して
ください。

1

暖房を始めてから12時間たつと自動で止まります。
（切り忘れ防止）
室温が設定温度（上限は約25℃）以上のときは、約20秒
間風が出て、自動で止まります。

アドバイス

ウォシュレット本体の右側から温風が出ます。●

リモコンのカバーを開ける

リモコンのカバーを開ける

2 リモコンの　 　　　 を押す
室内暖房をはじめます。

1

2 リモコンの　 　　　  を押す

設定が完了しました。
約10秒後に自動で止まります。

もう一度　　　　　  を押す

カバーを開ける

　 になっていることを確認してください。● 切

リモコン表示部に「オート流すを解除しました」
の文字が流れます。

●

スイッチを押すたびに「　　　」→「　　　」と表示が
変わります。

アドバイス

入 切 入 切

設定が完了しました。
オート便器洗浄をやめます。
(時計表示に戻ります)

「オート流す
　を解除しました」
　の文字が流れる

確認！オート流すを

リモコンの　　　　　　を押す

リモコンのカバーを開ける1

リモコン表示部に「　　　」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
● 入 切

カバーを開ける

10:00AM

3

2
切入

「　　　」表示

確認！

入 切

「　　　」表示

確認！

入 切
切入

点滅する

10:00AM 「現在時刻」
  表示

10:00AM

10:00AM

10:00AM

10:00AM

温風

使
い
か
た
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使
い
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リモコンのカバーを開ける1

2

開始時刻を設定している最中に60秒間放置すると、点滅
中の表示で設定されます。設定し直すときは、　項か
らやり直してください。

アドバイス

現在時刻の設定ができていないと、タイマー
設定はできません。

（現在の設定を表示します。）

●

リモコン表示部にタイマー時間が表示されます。●

リモコン表示部に「現在時刻を設定して下さい」
の文字が流れます。

リモコンの　　　　　　を押す

室内暖房時間を設定できます。

2

ウォシュレット本体がリモコンの信号を受け付けると
「ピッ」という電子音が鳴ります。

アドバイス

設定が完了しました。

6 　 を押す

リモコン表示部に「3時間のタイマーを設定し
ました」の文字が流れます。

●

リモコン表示部に「タイマー開始時刻」「タイ
マー時間」が表示され、約5秒後に現在時刻に
戻ります。

●

10:00
AM

カバーを開ける

3時間のタイ
10:00

表示する
確認！

「切」表示
確認！ 切AM

5:003H
AM

10:00
AM

5:003H
AM

「3時間のタイマーを
  設定しました」
  の文字が流れる

確認！

点滅する
確認！

表示する
確認！

表示する
確認！

3 もう一度　　　　　  を　   が

表示されるまで繰り返し押す
10:003H

AM

点滅する
確認！

3H

「現在時刻」
  表示

時刻の合わせかた 14ページ

5 点滅中に　　　　　 ・ 　を押して

開始時刻を合わせる
　 を押して“AM 5”に、　 を押して“00”に合

わせてください。

●

5:003H
AM

点滅する
確認！

点滅する
確認！

4

　 　　　　を押す

リモコン表示部に「タイマー開始時刻」と
設定されている開始時刻が点滅します。

●

タイマー開始時刻を設定できます。

10:003H
AM

点滅する
確認！

点滅する
確認！

（例）午前5時から8時まで（3時間）室内暖房をする場合

タイマー室内暖房の使いかた

一度設定すると、毎日その時間に自動でトイレ室内をあたためます。
室内暖房時間は、3・6・9時間のいずれかに設定できます。時計機能を使って、いつでも開始時刻を変更できます。

タイマー室内暖房とは・・・

Time室暖中

12：00

18：00 6：00

0：00
設定しましょう！

例えば・・・ 午前5時から8時まで（3時間）室内暖房をする場合

室内暖房時間「3H」を選ぶ

リモコンで室内暖房時間と開始時刻を設定します。

開始時刻を設定する

1

2

完 了 開始時刻に合わせて、タイマー室内暖房がはたらきます。

室内暖房をする時間の設定

室内暖房を開始する時刻の設定
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●3・6・9時間のいずれかに設定を変更できます。
室内暖房時間の変更

●室温が約5℃以下になると自動で暖房を始め、約7℃～ 約10℃（当社試験条件による）で暖房を停止します。
冷込防止の使いかた

タイマー室内暖房を使わないとき

冷込防止を使わないとき

1

2

3

1

設定が完了しました。
室温が約5℃以下になると自動で室内
暖房を始めます。(時計表示に戻ります)

設定が完了しました。
冷込防止をやめます。
(時計表示に戻ります)

リモコンのカバーを開ける

          　  を2回押す

          　  を押す
スイッチを押すたびに、3H→6H→9H→切
と表示が変わります。
設定したい時間をお選びください。

●

リモコンのカバーを開ける1

         　  を「　 」が表示される

まで繰り返し押す

2

リモコン表示部に「タイマー室暖を解除しま
した」の文字が流れます。

●

切

2

3

室温が約5℃以下になるおそれのある場合は、凍結防止のため
冷込防止を行ってください。

アドバイス

リモコンのカバーを開ける1

カバーを開ける

10:00AM

　 になっていることを確認してください。● 入

リモコン表示部に「　　　」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
●

リモコン表示部に「冷込防止を設定しました」
の文字が流れます。

●

入 切

スイッチを押すたびに「　　　」→「　　　」と表示が
変わります。

アドバイス

入 切 入 切

スイッチを押すたびに「　　　」→「　　　」と表示が
変わります。

アドバイス

入 切 入 切

再び使うときは、同じ操作を行い、「冷込防止を設定
しました」の文字が流れることを確認してください。

2 リモコンの　　　　      を押す

リモコンの　　　　      を押す

リモコンカバーを開ける

3 もう一度　　　　       を押す

もう一度                   を押す

　 になっていることを確認してください。● 切

リモコン表示部に「　　　」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
●

リモコン表示部に「冷込防止を解除しました」
の文字が流れます。

●

入 切

変更が完了しました。
(時計表示に戻ります)

設定が完了しました。
タイマー室内暖房をやめます。
(時計表示に戻ります)

カバーを開ける

10:00AM

10:00AM

3H 6H

切 9H

確認！

タイマー室暖
「タイマー室暖を
  解除しました」
  の文字が流れる

確認！

「切」表示
確認！

10:00AM

切

「現在時刻」
  表示

「現在時刻」
表示

切

5:003H
AM

10:00AM

切入
「　　　」表示

確認！

入 切

切入 確認！

「　　　」表示入 切

切
切入 確認！

「　　　」表示入 切

10:00AM 「現在時刻」
  表示

10:00AM 「現在時刻」
  表示

切入
「　　　」表示

確認！

入 切

冷込防止を
「冷込防止を解除
  しました」
  の文字が流れる

「冷込防止を設定
  しました」
  の文字が流れる

確認！

冷込防止を 確認！

点滅する

点滅する
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もう1度                 を  　 が表示

されるまで繰り返し押す

開始時刻を設定している最中に60秒間放置すると、点滅
中の表示で設定されます。設定し直すときは、　項か
らやり直してください。 使

い
か
た



40 41

●3・6・9時間のいずれかに設定できます。
節電時間の変更

2

トイレをあまり使用しない時間帯をみつけるまで、2～3日
かかります。その間は徐々に節電をしていきます。

アドバイス

リモコン表示部に「切」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
●

設定が完了しました。
自動で便座の温度を下げて、節電します。
（時計表示に戻ります。）

リモコンの　　　　　　を押す

●

リモコン表示部に「おまかせ節電を設定しま
した」の文字が流れます。

●

　　　　　　を「おまかせ」が

表示されるまで繰り返し押す

おまかせ節電をする

スーパーおまかせ節電をする

おまかせ節電・スーパーおまかせ節電のしかた2
節電しましょう！

1 リモコンのカバーを開ける

3

おまかせ節電中で も使えます。
・おまかせ節電中の便座温度は約26℃に設定していますが、
便座に座ると一時的にあたたかくなります。

リモコンのカバーを開ける

リモコン表示部に「切」が表示されます。
（現在の設定を表示します。）
●

リモコンの　　　　　　を押す2

リモコンのカバーを開ける1

1

タイマー節電を使わないとき

2

リモコンのカバーを開ける1

スイッチを押すたびに、3H→6H→9H→切
と表示が変わります。
設定したい時間をお選びください。

●

リモコンの　　　  　  を押す

変更が完了しました。

リモコンの　　　  　  を「  　」
が表示されるまで繰り返し押す

2

リモコン表示部に「タイマー開始時刻」「タイ
マー時間」が表示され、約5秒後に現在時刻に
戻ります。

●

リモコン表示部に「タイマー開始時刻」「タイ
マー時間」が表示され、約5秒後に現在時刻に
戻ります。

●

リモコン表示部に「タイマー節電を解除しま
した」の文字が流れます。

●

切

リモコン表示部に「おまかせ」が表示されます。

設定が完了しました。
節電をやめます。
(時計表示に戻ります)

          　  を2回押す3

「現在時刻」
  表示10:00

AM

10:00AM

カバーを開ける

カバーを開ける

10:00AM

10:00AM

「切」表示
確認！切

点滅する

切

おまかせ

1:006H
AM 10:00AM

1:006H
AM

点滅する

3H 6H

切 9H

確認！

表示する
確認！

「現在時刻」
  表示

点灯する（緑色）

点灯する

ウォシュレット本体表示部ここで確認！

タイマー節

「おまかせ節電を
  設定しました」
　の文字が流れる

確認！

「切」表示
確認！

「おまかせ」表示
確認！

「切」表示
確認！

おまかせ節

「タイマー節電を
　解除しました」
　の文字が流れる

確認！

ウォシュレット本体表示部の
「運転」ランプ、「便座」ラン
プが点灯します。

ここで確認！ ウォシュレット本体表示部

ウォシュレット本体表示部ここで確認！

切

点灯する
（オレンジ色）

あまり使用しない時間にな
るとウォシュレット本体表示
部の「節電」ランプ（オレン
ジ色）が点灯します。

タイマー節電中はウォシュ
レット本体表示部の「節電」
ランプ（緑色）が点灯します。

使
い
か
た
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おまかせ節電・スーパーおまかせ節電を使わないとき

タイマー節電の節電時間と開始時刻を設定する1

2

リモコンの　　　　 　   を「切」が
表示されるまで繰り返し押す

2

おまかせ節電・スーパーおまかせ節電を
やめます。(時計表示に戻ります)

リモコン表示部に「おまかせ節電機能を解除
しました」の文字が流れます。

●

                  を「　　　　 」が

表示されるまで繰り返し押す    

3

トイレを使用しない時間帯をみつけるまで、
約10日かかります。

アドバイス

設定が完了しました。
自動で便座の温度を下げたり便座ヒータを
切って、節電を始めます。(時計表示に戻ります)

リモコン表示部に「スーパーおまかせ節電を
設定しました」の文字が流れます。

●

スーパーおまかせ節電中でも使えます。
トイレをあまり使用しない時間帯は便座温度
を約26℃に設定し、トイレを使用しない時
間帯は便座のヒータを切って節電しますが、
便座に座ると一時的にあたたかくなります。

・

リモコン表示部に「　　　　　」が表示されます。●

「スーパーおまかせ
  節電を設定しました」
  の文字が流れる

確認！

おまかせ節
「おまかせ節電機能を
  解除しました」
  の文字が流れる

確認！

カバーを開ける

1 リモコンのカバーを開ける

トイレをあまり使用しない時間帯をみつけるまで、2～3
日かかります。 その間は徐々に節電をしていきます。

●スイッチを押す順番はどちらが先でもかまいません。
タイマー節電とスーパーおまかせ節電（おまかせ節電）の2つを使うとき

タイマー節電のしかた 39、40ページ

おまかせ節電のしかた 41ページ スーパーおまかせ節電のしかた 41、42ページ

10:00AM

リモコンの　　　　 　   を押して設定する

お手入れのしかた
ピカピカの便器や便座で、イメージアップ
便器などをピカピカにしておくと、それだけで印象がワンランクアップします。

掃除をラクにするコツ
便器や便座の汚れ、結露や床にこぼれた小水などは、気が付いたらサッとふき取る習慣をつけましょう。
家族の協力を得て、気づいた人がその場で掃除をすることがポイントです。

掃除方法も使いかたを間違えると傷つけてしまいます。
下記の道具・洗剤は使用しないでください。

ご注意

お手入れの前に1
清潔・快適を保つ

（図はF4・F4A）

日常のお手入れならこの道具（基本道具）

便器
陶器

ウォシュレット本体
プラスチック

ロータンク
陶器

AM

10:00

AM

10:00

「スーパー
  おまかせ」表示

確認！

　点滅する
確認！

お ま か せ
スーパー

スーパーお

ウォシュレット本体表示部の「運転」
ランプ、「便座」ランプが点灯します。

点灯する

ウォシュレット本体表示部ここで確認！

ウォシュレット本体表示部

「現在時刻」
  表示

「現在時刻」
  表示

使用しない時間になると
ウォシュレット本体表示部の
「節電」ランプ（オレンジ色）
が点灯します。

点灯する
（オレンジ色）

切
「切」表示
確認！

ここで確認！

おまかせ
スーパー

おまかせ
スーパー 点滅する

シンナー、ベンジン、クレンザー、ナイロンたわし、かわいた布、トイレットペーパー
プラスチック（樹脂）
部分・ゴム部分

強酸性・強アルカリ性・研磨剤入りの洗剤、金属ブラシ、研磨入りナイロンたわし陶器部分

たわし、ナイロンたわし、クレンザー、みがき粉、粗い粒子を含む洗剤
シンナー、ベンジン、塩素系洗剤、強アルカリ性薬品

金属部分

台所用洗剤（中性）台所用洗剤（中性）

やわらかい布

お
手
入
れ
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※電源プラグを入れて（または電源プラグの「入（リセット）」ボタンを押して）約10秒～約60秒間
　は準備運転を行うため、その間、便ふたは「オート開」しません。（やわらかライトが点滅してお知
　らせします。）リモコンで操作してください

場合
閉まらない場合は、次の操作を行ってください。

を押す①

②
・温風吹出口カバーが閉まり、ノズルが出てきます。
もう一度 を押す
・ノズルが元に戻ります。

お
手
入
れ
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お
手
入
れ
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オート便器洗浄機能付（F3A・F4A・F5A）の場合

オート便器洗浄機能付（F3A・F4A・F5A）の場合
プラグをオート便器洗浄機能用プラグ差し込み
口に横向きで根元まで確実に差し込み、下向き
にしてフックに引っ掛けてください。
また、プラグを差し込むとき、プラグがぬれて
いないこと、フックに確実に掛かっている
ことを確認してください。 【取付完成図】【取付完成図】

カチッ

1

2

3

ウォシュレット本体を取りはずす前に安全のため
電源プラグを抜いてください。
また、抜いた電源プラグに水がかからないよう
にしてください。

※

取りはずしかた
電源プラグを抜く

ウォシュレット本体右側の本体
取りはずしボタンを押したまま、
ウォシュレット本体を手前に引く

便器面にウォシュレット本体を
すべらせて「カチッ」と音がする
まで、確実に押し込む

ウォシュレット本体を取りはずす前にプラグ
を抜いてください。右図のように、プラグを
横向きにしてフックからはずし、引き抜いて
ください。
また、抜けたプラグに水がかからないように
してください。

給水ホース・電源コードがありますので、無理
に引っ張らないでください。

※

1

3

取り付けかた
ウォシュレット本体の中心とベース
プレートの中心を合わせる

2

ウォシュレット本体をベースプレートに確実に
押し込まないとウォシュレットは作動しません。

※

お手入れのしかた 45ページ
掃除をする

電源プラグを差し込む

1

2

取り付けかた

ウォシュレット本体を取り付けて電源プラグを差し込む

脱臭フィルターの左側をウォシュレット本体に引っ掛け、右側
にあるつめ部を「カチッ」と音がするまで確実に取り付ける
フィルターなしでのご使用は絶対にしないでください。
（故障の原因になります。）
※

オート便器洗浄機能付（F3A・F4A・F5A）の場合は、必ずプラグを差し込んでください。※
ウォシュレット本体の取り付けかた・プラグの差し込みかた 48ページ

2

横向きにする

引き抜く

横向きにする

引き抜く

1

カチッ

2 フックに
引っ掛ける
フックに
引っ掛ける

横向きに
差し込む

1

1

2

電源プラグを抜いてウォシュレット
本体を取りはずす

3 掃除をする

取りはずしかた

脱臭フィルターのつめ部を
押して、手前に引く

オート便器洗浄機能付（F3A・F4A・F5A）の
場合は、必ずプラグを抜いてください。

※

アドバイス
フィルターは水洗いできますが、取り付ける前に水気を取ってください。
フィルターの汚れ、目詰まりなどがひどい場合には、交換をおすすめします。
交換部品/別売品 66ページ

フィルターに付着したほこりを歯ブラシなどでおとしてください。●

ウォシュレット本体の取りはずしかた・プラグの
抜きかた 48ページ

●電源プラグは月に1回程度、正常に作動することを確認してください。
電源プラグのお手入れ・点検

●においが気になる場合は、ウォシュレット本体をはずして脱臭フィルターの掃除を行ってください。月に1度が目安です。
脱臭フィルターのお手入れ　　　　　　　　　　　　

定期的なお手入れ4
清潔・快適を保つ

（図はF4・F4A）

切表示ランプ

かわいた布

切（テスト）
ボタン 

入（リセット）
ボタン 

フック

プラグ

ベースプレート

ボタンを押したまま
本体を手前に引く
ボタンを押したまま
ウォシュレット本体を
手前に引く

フック

プラグ

オート便器洗浄
機能用プラグ
差し込み口

本体取り
はずしボタン

※「切表示」ランプが点灯しているときは通電されません。点検後は必ず「入（リセット）」ボタンを押してください。
※電源プラグを入れて（または電源プラグの「入（リセット）」ボタンを押して）約10秒～約60秒間は準備
運転を行うため、その間、便ふたは「オート開」しません。（やわらかライトが点滅してお知らせします。）
リモコンで操作してください。

●ウォシュレット本体をはずして、便器の上面や本体底面も掃除できます。月に1度が目安です。
ウォシュレット本体と便器のすき間のお手入れ  

（図はF4A）

1

2

電源プラグを抜く

「切（テスト）」ボタンを押す

「入（リセット）」ボタンを押す

3 電源プラグを差し込む

4 点検をする

掃除をする
電源プラグの刃などについたほこりをかわいた
布で取り除いてください。

●

根元まで確実に差し込んでください。●

（切表示）ランプが点灯します。

（切表示）ランプが消灯します。
以上のように作動すれば正常です。

【ウォシュレット本体底面】

つめ部脱臭フィルター

お
手
入
れ
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リモコンのカバーを開け

もう一度　　　　　を押す

アドバイス

便座を閉めている時や、ノズルの掃除後に便座を閉め
ると、ノズルが戻った後、残水を抜くためにもう一度
ノズルが出てきます。
約30秒後にノズルは戻ります。

　　　　を押し、ノズルを伸出させる

1

2

ノズルが戻っている場合は、もう一度
を押し、ノズルを伸出させてください。
※

－給水フィルター付水抜栓を押し込み、○ドライ
バーで確実に締める

　　　　を押し、ノズルを戻す

フィルター部

お
手
入
れ
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凍結が予想されるとき
節電はしないでください。凍結により製品が破損することが
あります。

アドバイス

タイマー節電を使わないとき 40ページ
おまかせ節電を使わないとき 42ページ
スーパーおまかせ節電を使わないとき 42ページ

製品内部の残水を抜きます。

水抜きのしかた

1

ウォシュレット内を保温する

給水フィルター付水抜栓は確実に
締める

注 意

●確実に締めないと、水漏れの原因
になります。

5

もう一度　　　　　　を押す

水受け

右に回す

ノズルを元に戻します。

必ず守る

止水栓を開けたままで、給水フィ
ルター付水抜栓をはずさない

禁止 水が噴き出します。●

注 意

オート便器洗浄機能付（F3A・F4A・F5A）の水抜き方法

凍結予防の作業前には、　　　　　　 、          

　　　　　 （F3A・F4A・F5Aのみ）を

「切」にしてください。

ご注意

周囲の温度が氷点下にならないように、トイレ内をあたためるか、できないときは水抜きを行ってください。
凍結のおそれがある場合は、次の手順に従って予防してください。
製品が凍結すると部品が破損し、水漏れの原因になります。　　　

ロータンクの水が流れてしまうまで、ロータンクレバー
を回したままにしてください。

アドバイス ロータンクレバー

右に回す右に回す

止水栓

1 リモコンのカバーを開けて　　　　　　
を押す

配管の水を抜く

閉める

凍結による破損の予防および
長期間使わないときの処置

凍結が予想されるとき1
処置しましょう！

ロータンクの水を抜く
1 止水栓を　ドライバーで閉めて、給水を
止める

1 ロータンクレバーを大洗浄側いっぱいに
回したまま

3 2ロータンクレバーを押すと戻る

2 ロータンクレバーを外側に引く

2 ロータンクレバーを大洗浄側に回し、
ロータンクの水を抜く

ロータンクレバーがロックされます。

【タンク密結便器（TOTO製）の場合】
3

2 キャップを○ドライバーで開ける

6 キャップとリモコンのカバーを閉める

4 給水ホースを水平にして、ホース内の
水を抜く（約30ml）

3 給水フィルター付水抜栓を○ドライバー
でゆるめた後、引っ張ってはずす

左に回す

給水フィルター付水抜栓

右に回す

水平に

開ける

給水フィルター付水抜栓

給水フィルター付水抜栓取付穴

キャップ

キャップ

●ウォシュレット本体操作部の　が「入」で
あることを確認し、リモコンの便座温度
設定を「高」にしてください。

カバーを開ける

2

給水ホース

1 手前に回す手前に回す
引く

給水フィルター付水抜栓取付穴

－

－

給水フィルター付水抜栓を押し込み、
○ドライバーで確実に締める－
給水フィルター付水抜栓を押し込み、
○ドライバーで確実に締める－

点灯する

ノズルが戻っている場合は、

もう一度　　　　　　　を押し、ノズルを伸

出させてください。

※

凍結予防の作業後には、便座・便ふたを閉めて
ください。
※

給水フィルター付水抜栓を取り付ける

①

②

こ
ん
な
と
き
は
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・冬期に帰省されるときや、別荘などで使用するときは、凍結予防のために必ず水抜きをしてください。

※ウォシュレット本体の水抜きが終わるまで電源プラグは
　抜かないでください。
ウォシュレット本体の取りはずしかた 　 48ページ

電源プラグを入れて（または電源プラグの「入（リセット）」
ボタンを押して）約10秒～約60秒間は準備運転を行うた
め、その間、便ふたは「オート開」しません。（やわらかライト
が点滅してお知らせします。）リモコンで操作してください。

こ
ん
な
と
き
は
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故障かな！？と思ったらまずこの章をご覧になり、処置方法をためしてみてください。それでも直らないときは、
お取付店、販売店またはTOTOメンテナンス（株）修理受付センターにご相談ください。

　　　　　または　　　　は
連続して使うことができません。
便器洗浄スイッチを押した後、約
10秒間はスイッチを受け付けま
せん。

①ウォシュレット本体が正しくセットされているか確認してください

②ウォシュレット本体表示部のランプを確認してください

③リモコンが作動するか確認してください

→ にお進みください。

❶❷❸確認の後、次のページからの「該当する現象について確認してください。」にお進みください。

作動しない・動かない【おしり洗浄・やわらか洗浄・ビデ洗浄・温風乾燥】

　　　　　　　　　　　　　　
の項目を確認してください。

③リモコンが作動するか確認してください

2時間以上座り続けると、おしり洗浄・
やわらか洗浄・ビデ洗浄の操作ができな
くなります。
便座から一度立ち上がり、座り直して
ください。

電源プラグを入れて（または、電源プラグの「入（リセット）」
ボタンを押して）約10秒～約60秒間は準備運転を行うため、
その間、便ふたは「オート開」しません。
（やわらかライトが点滅してお知らせします。）
リモコンで操作してください。

③リモコンが作動するか確認してください

こ
ん
な
と
き
は
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便ふたをリモコンや手で閉めると約
10秒間便ふたは自動で開きません。

電源プラグをコンセントに差
してから約10秒～約60秒間
はセンサー準備中のため、自
動で便ふたが開きません。

オート便器洗浄の設定が「切」です。

オート開閉の設定が「切」です。

オート開閉の設定が「切」です。

便座に座ると脱臭の作動
音が聞こえますか。

30

市販品の便座・便ふたカバーを取り付けていませんか。 市販のカバーをはずしてください。

　　　　　　　　　　　　　　
の項目を確認してください。

③リモコンが作動するか確認してください

19
・
33

こ
ん
な
と
き
は
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おしり洗浄・やわ
らか洗浄・ビデ洗
浄や、温風乾燥
を使用している
と途中で止まる

おしり洗浄・やわ
らか洗浄・ビデ洗
浄の洗浄水が冷
たい

勝手に作動する・勝手に止まる【おしり洗浄・やわらか洗浄・ビデ洗浄・温風乾燥】

洗浄水の勢いが弱い【おしり洗浄・やわらか洗浄・ビデ洗浄】

28・29便ふたと便座が
同時に開く
便ふたと便座が
同時に開く 便ふたと便座が同時に開く設定になっていませんか。便ふたと便座が同時に開く設定になっていませんか。 便ふたのみを開く設定にしてください。便ふたのみを開く設定にしてください。

「スーパーおまかせ節電（おまかせ
節電）」設定が「入」の場合、使用状
況を数日間学習して節電する時間
帯を決定しますので、使用頻度によっ
てあまり節電しないこともあります。

便座から立ち上がるとノズルが少し出た状態で、ノズル
の残水を抜きます。約30秒後にノズルは戻り、温風吹出
口カバーが開閉します。

こ
ん
な
と
き
は



62 63

【室内暖房（F4・F4Aのみ）】

温風吹出口
カバーが
閉まらない

温風吹出口カバーを閉める音です。

お湯を出す準備のため、便座
に座ったり、座った状態で体
を動かしたときに、ノズル付
近から数秒間水が出ます。

温風吹出口カバーが閉まり、ノズルが出てきます。
①

②もう一度

ノズルが元に戻ります。

こ
ん
な
と
き
は



64 65

※1 省エネ法（2012年度基準）の区分
※2 省エネ法（2012年度基準）に基づいた測定値
　 　（　　）内はタイマー節電機能を使用しない場合の年間消費電力量
※3 省エネ法（2012年度基準）達成率140％
※4 温風吹出口付近における当社測定点の温度
※この製品は、日本国内専用品です。

96kWh／年（124kWh／年）※3

5.8kg 5.9kg 5.8kg

年 間 消 費 電 力 量
区 分

※2

※4

※1●もう一度説明書をよくお読みいただきご確認のうえ、
なお異常のあるときにはお求めのお取付店、販売店
またはTOTOメンテナンス（株）修理受付センター
に修理を依頼してください。
保証書の記載内容により修理いたします。

●修理を依頼されるときは必ず保証書をご提示ください。

保証期間中に修理を依頼されるとき

●お求めのお取付店、販売店またはTOTOメンテナン
ス（株）修理受付センターにまずご相談ください。
修理により製品の機能が維持できる場合には、ご要
望により有料で修理します。

お客様からお預りした個人情報は関連法令および社
内諸規定に基づき、慎重かつ適切にお取扱いします。
詳しくはTOTOホームページ
http://www.toto.co.jp/をご覧ください。

●申込受付期間は、ご使用開始日から1年間です。
●通常1カ年の保証が5カ年の保証になります。
同梱の申込はがきに必要事項を記入し、料金をお振り込み
ください。詳細は、同梱のご案内チラシをご確認ください。

●一般家庭以外（事務所・店舗・病院など不特定多数
の方が使用される場所）でのご使用の場合は、
保証対象外のためお申込みできません。

●修理はTOTOメンテナンス（株）修理受付センター
で実施した場合に限らせていただきます。

●修理の際に延長保証書の提示がない場合は、有料
修理となります。

●この説明書は保証書付です。必ず「お取付け店名、お
取付日」などの記入をお確かめになり保証書をよく
お読みのうえ、大切に保存してください。

●保証期間は、お取付け日から1カ年です。

●ウォシュレットの補修用性能部品の最低保有期間は、
製造打切後6年です。なお、補修用性能部品とは、
その製品の性能を維持するために必要な部品です。

●無料修理により取りはずされた部品・製品は
TOTO（株）の所有となります。

保証期間経過後修理を依頼されるとき

部品交換について

定期点検を行った日付を記入しておきましょう！

お買い上げ日
日 付

1回目点検日
2回目点検日
3回目点検日

●逆流防止装置（バキュームブレーカー、Oリング）は必ず6年ごとに定期点検を行ってください。
（水が逆流し、人体に影響をおよぼす原因になります。）
●機能部品は、お買い上げ日より3年以上たったものは定期点検をおすすめします。
なお、点検はTOTOメンテナンス（株）修理受付センターにご依頼ください。

定期点検のおすすめ

お問い合わせ先

修理受付センターにご依頼の場合】

安心・信頼の
TOTOメンテナンス（株）
修理受付センター

ホームページ　http://www.tom-net.jp/

0120-1010-05TEL
0120-1010-02FAX

受　　付：年中無休／受付時間   8：00～19：00
訪問修理：年中無休（一部地域を除く）／営業時間   9：00～18：00
※携帯電話（PHSは除く）からのご利用は…　　0570-05-1010（有料）へ

こ
ん
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き
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フレグランストレー

希望小売価格
品　　番

¥110（税込¥116）
Ｄ42318

希望小売価格
品　　番

¥110（税込¥116）
Ｄ42196

オートフレグランス機能付用（F4・F4A・F5・F5A用）

フレグランス後付けキット用（F3・F3A用）

フレグランス
後付けキット用
（F3・F3A用）

オートフレグランス
機能付用
（F4・F4A・F5・F5A用）

フレグランスセット
芳香剤を置かなくても、トイレを使うときだけ自動でほのかに香ります。

ケースを脱臭排気口に取り付けて、フレグランスオイルシートを入れた
トレーを差し込みます。

フレグランス後付けキット（F3・F3A用）

品　　番
野ばら…TCA167　　真　綿…TCA168
古　都…TCA169　　風　鈴…TCA170
野ばら・真綿・古都・風鈴（各２枚）…TCA171

希望小売価格 ￥1,800（税込￥1,890）

セット内容
ケース
トレー
フレグランスオイルシート

1個
１個
8枚

フレグランス補充キット
フレグランスオイルシートの取替セットです。
必ず、専用のフレグランスオイルシートをお求めください。

品　　番
野ばら…TCA110R　真　綿…TCA111R
古　都…TCA112R　風　鈴…TCA113R
野ばら・真綿・古都・風鈴（各２枚）…TCA114R

希望小売価格 ￥1,800（税込￥1,890）

セット内容
トレー
（フレグランス後付けキット用・オートフレグランス機能付用）
フレグランスオイルシート

各1個
　
8枚

￥60（税込￥63）

D43495ZR

D42270
¥240（税込￥252）

TCA83-4R
¥1,200（税込￥1,260）

商品のお問い合わせは
TOTO（株）お客様相談室へ

交換部品/別売品のご購入は
TOTOメンテナンス（株）TOTOパーツセンターへ

受付時間 ： 9：00～17：00
　　 　　 （夏期休暇・年末年始を除く）

※携帯電話・PHSからのご利用は…093-951-2526（有料）へ
　インターネットホームページ　http://www.toto.co.jp/

0120-03-10100120-03-1010TELTEL
0120-09-10100120-09-1010FAXFAX

受付時間 ： 平日　　　　  9：00～18：00
 　  土･日･祝日　10：00～18：00
　　 　　 （夏期休暇・年末年始を除く）

※携帯電話・PHSからのご利用は…093-952-8682（有料）へ

0120-8282-550120-8282-55TELTEL
0120-8272-990120-8272-99FAXFAX

交換部品／別売品
※※仕様・品番・希望小売価格などは予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。仕様・品番・希望小売価格などは予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

交 換 部 品

別 売 品

D42293
¥30（税込￥32）

こ
ん
な
と
き
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ひび割れ•欠け•ガタツキ•
変色がありませんか？

便座•便ふた•
ウォシュレット本体 年1回以上

傷み•はさみ込み•
つぶれ•折れ曲がりが
ありませんか？

止水栓•
給水ホース（給水管）•
電源コード

年1回以上

電源プラグに
接触していませんか？ 給水ホース（給水管） 年1回以上

異常に熱かったり、
異常音•異臭が
ありませんか？

便座•ウォシュレット
本体•電源コード•
電源プラグ

年1回以上

正常に作動して
いますか？
（洗浄•脱臭•乾燥など）

便座•便ふた•
ウォシュレット本体 年1回以上

ほこり付着が
ありませんか？

脱臭フィルター•
脱臭排気口•
電源プラグ

月1回

水漏れが
ありませんか？

ウォシュレット本体•
止水栓•
給水ホース（給水管）

年1回以上

点検項目 点検目安点検部位
（商品図を参照）

具体的事象
（危害情報等）

①
②

⑤
⑥
⑦

①
②
⑦
⑧

①
②

③
④
⑧

②
⑤
⑥

⑥

ケガ、火災、
感電など

火災、感電など

やけど、
火災など

実施日（年/月/日）

⑤止水栓

②ウォシュレット本体

①便座・便ふた

⑥給水ホース
　（給水管）

⑧電源プラグ

⑦電源コード

定期的な点検

③脱臭フィルター

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

/ 　 /

製品の長期間の使用に伴い生ずる劣化（経年劣化）により、安全上支障が生じるおそれがあります。
経年劣化による重大事故を防止し、製品をより長く、安全 •快適にお使いいただくために、お客様自身
による以下の点検を実施いただきますようお願いします。

＜お客様へ＞　ご愛用者登録のお願い
末永くご愛用いただくためにお客様情報の登録をお願いいたします。

ご登録いただいたお客様情報は製品安全に関する大切なお知らせや、暮らしに役立つ情報（新商品・イベン
トなどのご案内）の提供に、利用させていただきます。
なお、お客様の個人情報は当社プライバシーポリシーに基づいて適切に管理、取り扱いさせていただきます。
詳細はTOTOホームページをご覧ください。※登録方法は、以下の中から、1つお選びください。

携帯電話での登録 インターネットでの登録
ＱＲコード対応の携帯電話をお持ちの方
は、商品にはり付けていますＱＲコード
からアクセスしていただき、画面の案内
に従って登録してください。
※携帯電話の通信料はお客様負担となり
ます。

※複数台登録が可能です。画面に
従って登録してください。

登録に関するお問い合わせは、下記へお願いします。

TOTO ホームページにアクセス
し、アフターサポートメニューの
「製品のご登録」より画面の案
内に従って登録してください。

TOTO ホームページ　http://www.toto.co.jp/

TOTO（株）ご愛用者登録相談室 TEL 0120-55-1172
受付時間：平日 9:00～17:00（土・日・祝日・夏期休暇、年末年始を除く）

TOTO商品ご愛用者アンケート兼
ご愛用者登録票が同梱されている
商品に関しましては、アンケートを
返信していただくことでご愛用者登
録の受付をさせていただきます。
携帯電話、インターネットでの登録
は不要です。

ご愛用者アンケート兼
ご愛用者登録票での登録

※複数台登録が可能です。画面に従って
登録してください。

※機種によりQRコ
ードのはり付け位
置が異なります。

※照明の明るさによ
って読み取りにくい場合があります。明
るい時間帯での読み取りやQRラベル
に携帯のライト等を当てることによっ
て読み取りやすくなります。

火災、感電、
水漏れなど

やけど、火災、
感電、水漏れなど

ケガ、火災、
水漏れなど

感電、水漏れなど

F4・F4A・F5・F5A

F3・F3A

④脱臭排気口

④脱臭排気口

こ
ん
な
と
き
は
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